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世界に羽ばたく
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加入、更新手続きの詳細は各加盟団体にお問い合せください。

http://www.jsaf .or . jp/dantai/

JSAFのメンバーになれば

世界に羽ばたく
JSAFからのメッセージ

今
年
は
、
６
月
に
ブ
ラ
イ
ン
ド
世
界
選
手
権
、

８
月
に
O
P
級
の
ア
ジ
ア
選
手
権
と

２
つ
の
国
際
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

外
洋
で
は
８
月
に
ト
ラ
ン
ス
パ
ッ
ク
に
６
艇
が
参
加
し
、

デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
別
で
す
が
1
位
や
2
位
の
好
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

９
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の

イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
カ
ッ
プ
に
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
参
加
し
ま
す
。

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
委
員
会
を
中
心
に

海
外
で
の
世
界
選
手
権
大
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
ス
ペ
イ
ン
で
の
４
２
０
世
界
選
手
権
大
会
に
は
、

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ユ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
に
参
加
し
た
高
校
生
を
含
む

男
子
７
艇
と
女
子
７
艇
と
14
チ
ー
ム
28
名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

ユ
ー
ス
中
心
の
選
手
た
ち
が
、
将
来
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
候
補
と
な
り

世
界
に
羽
ば
た
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ユ
ー
ス
制
式
艇
種
に
４
２
０
艇
が
決
定
し
た
こ
と
で
、

２
０
１
５
年
に
唐
津
で

4
2
0
世
界
選
手
権
大
会
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

９
月
７
日
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が

決
ま
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す

■ジュニア・ユースにも届きます。
J-SAILING はジュニア・ユースメンバーが所属するおよそ 200 の団体にお届け
しています。各団体のご担当者の方々には、ジュニア・ユースセーラーのために
J-SAILING を活用されることをお勧めいたします。

■ PDF でも読めます。
JSAF ホームページの http://www.jsaf.or.jp/j-sailing/ にアクセスしてくださ
い。J-SAILINGのpdfバージョンが掲載されています。過去の記事を再読したり、
本誌が手元にない時にも PC があれば読むことができます。ご利用ください。

■メールアドレスを教えてください。
デジタル化が進み、電子メールを使った連絡方法が一般的になっています。
JSAF もメンバー各位に様々な情報をお届けする際、メールを利用することが多
くなっています。そこで、各団体の登録業務ご担当の方々にお願いです。メンバー
の新規登録や更新登録の際には、必ずメールアドレスを併記していただけるよう
お願いいたします。

◎メンバーズカードが発行され、公式競技参加の資格が与えられます。
◎会費の一部が傷害保険の保険料に充当され、セーリングの事故に
よる死亡、後遺障害に適用されます。
◎JSAFの会報誌「J-SAILING」が送付されます。
◎各種講習会などに参加でき、資格を取得する際の条件に適用され
ます。
◎「J-SAILING」をはじめ、所属する加盟団体からもセーリングに関
する各種行事やレース日程などの情報が提供されます。
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順風満帆の
10レースを戦った
22艇の精鋭たち

全日本ミドルボート選手権2013

全日本ミドルボート選手権が
7月13日から15日にかけて
愛知県蒲郡市ラグナマリーナを

ベースに開催された。
８ｍ以上11ｍ未満の
22艇の精鋭が集まり、
全10レースを戦った。

参
加
し
や
す
く
、

楽
し
め
る
大
会
を
目
指
し
て

　

昨
年
の
全
日
本
ミ
ド
ル
ボ
ー
ト
選
手
権
終
了

の
後
、
来
年
も
蒲
郡
で
開
催
し
て
ほ
し
い
と
い

う
声
を
聞
き
、「
要
望
に
は
喜
ん
で
応
え
よ
う
」

と
蒲
郡
・
三
河
湾
で
の
連
続
開
催
を
早
々
に
決

め
ま
し
た
。

　

基
本
方
針
は
前
年
ど
お
り
と
し
、
年
末
に
は

２
０
１
２
年
の
参
加
艇
へ
の
Ｐ
Ｒ
、
年
明
け
か

ら
は
外
洋
系
加
盟
団
体
へ
の
Ｐ
Ｒ
も
進
め
ま
し

た
。
５
月
に
開
催
さ
れ
た
関
東
、
関
西
ミ
ド
ル

ボ
ー
ト
選
手
権
の
優
勝
艇
を
ご
招
待
す
る
と
い

う
お
誘
い
も
し
ま
し
た
。

　

両
優
勝
艇
が
都
合
で
参
加
い
た
だ
け
な
か
っ

た
の
は
残
念
で
す
が
、
関
東
、
関
西
は
も
ち
ろ

ん
福
岡
か
ら
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
参
加
艇
は
22
艇
と
昨
年
を
下
回
り
ま
し
た

が
、
今
年
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
日
を
追
う
ご
と

に
風
も
増
し
、
全
10
レ
ー
ス
と
も
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

　

開
催
に
当
た
っ
て
の
実
行
委
員
会
の
ス
タ
ン

ス
は
、
参
加
し
や
す
く
、
楽
し
め
る
大
会
運
営

に
努
め
る
こ
と
。
関
東
と
関
西
の
中
間
に
位
置

し
、
鉄
道
、
道
路
の
ア
ク
セ
ス
も
そ
れ
な
り
に

よ
く
、
風
光
明
媚
な
三
河
湾
・
蒲
郡
だ
け
に
、

選
手
だ
け
で
な
く
応
援
者
の
参
加
も
し
や
す

く
、
応
援
者
が
楽
し
く
観
ら
れ
る
レ
ー
ス
に
し

た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
会
場
の
雰
囲
気
作
り
に
も
気

を
配
り
、
２
色
の
1
0
0
本
の
幟
や
横
断
幕

を
掲
示
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ

せ
、
蒲
郡
の
気
象
・
海
象
情
報
、
宿
泊
・
観
光

情
報
、
さ
ら
に
コ
ン
ビ
ニ
や
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
情
報
も
掲
示
し
ま
し
た
。
レ
ー
ス
結
果
を

速
や
か
に
掲
示
す
る
よ
う
に
し
、写
真
、動
画
、

航
跡
を
ア
ッ
プ
し
て
、
レ
ー
ス
後
の
反
省
や
対

策
の
資
と
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
ま
し

た
。
応
援
者
の
た
め
に
観
覧
艇
を
運
航
し
ま
し

た
。

成績詳細　http://www.tosc.jp/mb/

最終日は NW ～ W、12 ～ 15 ノットで大型艇有利の風になり、きれいなスタートが切られた
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参
加
艇
の
代
表
者
会
議
を
開
催

　

期
間
中
の
中
日
に
参
加
艇
の
代
表
者
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。
運
営
側
の
考
え
、
選
手
側
の

意
見
、
要
望
が
話
し
合
え
ま
し
た
。「
Ｖ
Ｈ
Ｆ

が
聞
け
な
か
っ
た
」「
コ
ー
ス
の
距
離
を
も
う

少
し
長
く
」「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
の
変

更
は
良
」「
レ
ー
ス
数
の
消
化
具
合
と
天
候
を

見
な
が
ら
、
最
終
日
に
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
レ
ー
ス

を
導
入
で
き
な
い
か
」「
レ
ー
ス
は
数
で
な
く

中
身
だ
」「
２
日
間
で
も
よ
い
」「
来
年
も
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
」「
今
後
も
蒲
郡
で
」
等
々
、
貴

重
な
意
見
を
聞
け
ま
し
た
。

　

こ
の
席
で
は
来
年
の
開
催
に
つ
い
て
関
西
ミ

ド
ル
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ
か
ら
関
西
で
の
開
催
提
案

が
あ
り
、
盛
大
な
拍
手
で
決
定
し
ま
し
た
。
場

所
は
40
周
年
を
迎
え
る
サ
ン
ト
ピ
ア
マ
リ
ー

ナ
。
時
期
に
つ
い
て
は
ま
だ
流
動
的
で
す
が
、

７
月
の
３
連
休
を
ベ
ー
ス
に
検
討
し
、
年
内
に

は
決
ま
る
よ
う
で
す
。
改
善
意
見
を
加
味
し
、

さ
ら
に
良
い
ミ
ド
ル
ボ
ー
ト
選
手
権
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

こ
の
ク
ラ
ス
は
、
８
ｍ
以
上
11
ｍ
未
満
と

レ
ー
ス
艇
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
す
。
今
後

も
開
催
地
は
関
東
、
関
西
、
東
海
の
い
ず
れ
か

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ミ
ド
ル
ボ
ー
ト
で
の
遠

征
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
今
回
は
１
艇
が
陸

送
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
陸
送
で
の
参
加
が
で

き
る
大
き
さ
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
地

の
ミ
ド
ル
ボ
ー
ト
精
鋭
艇
に
お
願
い
で
す
。
来

年
、再
来
年
の
参
加
を
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

全
日
本
ミ
ド
ル
ボ
ー
ト
選
手
権
が
さ
ら
に
発
展

し
、
日
本
全
体
の
ヨ
ッ
ト
界
が
隆
盛
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
遠
征
艇
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
蒲

郡
海
洋
開
発
（
株
）、
ラ
グ
ナ
マ
リ
ー
ナ
の
協

力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
し
た
。
ま
た
ラ
グ
ナ
マ

リ
ー
ナ
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
は
じ
め
多
数
の
ご
協

力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
中
村
孝

／
2
0
1
3
全
日
本
ミ
ド
ル
ボ
ー
ト
選
手
権

実
行
委
員
長
、
東
海
ミ
ド
ル
ボ
ー
ト
ク
ラ
ブ
会

長
）

〈MIWA〉、優勝の記

無欲の勝利
（澤野由和／ミワチーム広報担当）

優勝を果たした <MIWA> チームの面々■スピンの装備がキーポイント

　2013 全日本ミドルボート選手権に優勝でき
て、今はホッとしています。
　昨年は準優勝でしたので、ＪＳＡＦ外洋駿河
湾のメンバーからも、今年の結果に期待する声
が聞こえ、プレッシャーを感じていました。悪
くても上位に食い込まないといけないという気
持ちがあったので、本当に安堵しています。
　今回のレースの勝因はいくつかありますが、
その一つは、前回のレースを分析して、やはり
ガンポール＆ジェネカーでは、上下レースでＸ
35 ＯＤ等に勝つのは難しいという結論になり、
スピンを装備したことです。
　軽風ではジェネカー、順風以上ではスピンに
する、いわゆるハイブリッド方式で、これは関
東ミドルボートで活躍している <GAIA> でも
実証されていたので、迷いはありませんでした。
　しかし、ここからが苦労の始まりでした。
　これまでの５年間はジュネカーのみで戦って
来たので、スピンの艤装もクルーワークも一か
ら始めることになりました。
　とくにバウマンについては、昨年はマストマ
ンだった新人の市村をバウマンにコンバートし
て、今年からスピンのクルーワークの勉強を始
めました。バウマンの基本から教えて、わずか
６カ月で本番を迎えることになりましたが、十
分な練習と本人のセンスもあり、本番では大き
なミスもありませんでした。
　ヘルムスマンについては、今年の４月から本
格的に練習に参加した永山氏が担当しました
が、チームに溶け込んで見事な舵取りでした。
　実際のレースでも、ライバル艇のＸ 35 ＯＤ
に負けない走りとなりました。
　レースコースについては、特に極端なコース
は引いておらず、左海面を中心としたコース取
りで、時に右海面が極端によくなった時は後れ
を取ったりもしました。

■今後も大きなレースに参加

　全体的には、２日目以降は 15 ノット前後の
順風で「シドニー 36 ＣＲ」が持つボートスピー
ドで勝てたと思います。
　また、レーティング対策も苦心し、最終的に

はＡクラスでもっとも低いレーティングとなっ
ています。
　成績については、初日の第１レースこそ総合
２位でしたが、その後は風が落ちてしまい、重
量級の <MIWA> にとっては苦しい展開にな
り、第２～３レースは総合で 19 位と 18 位と
いう絶望的な結果となり、初日のパーティは
チームに暗い空気が流れていました。
　しかし、翌日は順風のコンディションとな
り、第４～７レースは総合で８－１－２－１と
なり、チームの士気もかなり上がってきました。
ただ、２日目を終わった時点で 10 点差の４位
でしたので、優勝はおろかベスト３にも入るの
も難しいと考えていました。しかし、逆に失う
ものはないので、練習の成果をすべて出すつも
りで最終日は無心でレースに臨みました。
　結果的に第８～ 10 レースを１－１－１とい
う結果とし、なんと逆転で優勝することができ
たのは無欲の勝利と言えます。
　久保田オーナー率いる <MIWA> チームは、
1980 年代から 90 年代にかけてビックボートで
活躍し、海外のレースにも参加していました。
その後、レース活動を控えていましたが、08
年に現在の「シドニー 36 ＣＲ」を購入し、チー
ムを新たに結成してからは、パールレースでの
総合優勝、関東ミドルボートでの準優勝などと
活躍しています。チームの完成度も上がって来
たので、今後も大きなレースに積極的に参加し
たいと考えています。

　最後に、素晴らしいレースを運営していただ
いた大会関係者の方々に感謝するとともに、ミ
ワチームのオーナー及びメンバーがミドルボー
ト日本一になれたことを誇りに思います。
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〈HORIZON 6〉が
総合優勝

第54回パールレース

第54回パールレースが７月25日から28日にかけて、
エントリー52艇（乗員総数388人）で行われた。
無風、強風、落雷・雷雨、潮という目まぐるしく変わるコンデション下、
外洋レースの醍醐味を存分に味わうことができたレースとなった。

五ヶ所湾のスタート。南東からの５ノットを超える風を掴み、オールフェア

ファーストホームの〈MONDAY NIGHT〉と支援いただいた海上自衛隊
横須賀総監部の〈はしだて〉（photo by Sachie Hamaya）
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ク
ラ
ス
分
け
の
新
し
い
試
み

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ホ
ー
ム
は
〈M

O
N

D
A

Y
 

N
IGH

T
〉（SPRIN

T
 50M

O
D

、外
洋
東
海
）

で
所
要
時
間
は
27
時
間
33
分
01
秒
。
終
盤
か
ら

の
リ
ー
ド
を
保
ち
そ
の
ま
ま
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し

ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
結
果
は
、
Ｉ
Ｒ
Ｃ
総
合
優
勝

〈H
O

RIZO
N

6

〉（Y
O

K
O

Y
A

M
A

 30R

、

外
洋
東
海
）、
Ａ
ク
ラ
ス
１
位
〈 LIBERT

Y
 

Ⅶ

〉 （FIRST
40

、
外
洋
湘
南
）、
Ｂ
ク

ラ
ス
１
位
は〈A

N
D

IA
M

O

Ⅱ

〉 （J/V
 

9.6R

、
外
洋
東
京
湾
）、
Ｃ
ク
ラ
ス
１
位

〈 EV
ERY

T
H

IN
G

 E
V

E
R

Y
T

H
IN

G

〉

（Y
A

M
A

H
A

 33S

、
外
洋
湘
南
）、
Ｄ
ク
ラ

ス
１
位
〈H

O
RIZO

N
6

〉、
ダ
ブ
ル
ハ
ン
ド

１
位
〈T

H
ET

IS
4

〉（FIRST
 40.7

、
外

洋
三
浦
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
ク
ラ
ス
分
け
は
Ｉ
Ｒ
Ｃ
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
Ｄ
Ｌ
Ｒ
の
値
を
使
い
、
Ｄ
Ｌ

Ｒ
：
２
０
０
未
満
の
船
を
レ
ー
ス
志
向
の
船
、

２
０
０
以
上
を
そ
う
で
な
い
船
と
大
き
く
分

け
、
レ
ー
ス
志
向
の
船
は
Ｔ
Ｃ
Ｃ
を
参
考
に
ク

ラ
ス
分
け
し
、
同
型
艇
で
競
え
る
よ
う
に
配
慮

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
江
の
島
の
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
本
部
船

は
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
総
監
部
の〈
は
し
だ

て
〉に
支
援
い
た
だ
け
る
と
い
う
僥
倖
が
あ
り

ま
し
た
。
一
方
、
ス
タ
ー
ト
地
の
志
摩
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
・
ヴ
ィ
ー
ヴ
ル
オ
ー
シ
ャ
ン
ク
ラ
ブ

で
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
焼
失
し
、
大
会
の
開
催

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
や
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
関
係
者
の
努
力
に
よ

り
支
障
な
く
レ
ー
ス
本
部
を
開
設
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　

小
型
艇
有
利

　

ス
タ
ー
ト
は
７
月
26
日
。
Ｉ
Ｒ
Ｃ
、
ダ
ブ
ル

ハ
ン
ド
部
門
と
も
に
午
前
11
時
に
同
時
ス
タ
ー

ト
。
南
東
か
ら
の
５
ノ
ッ
ト
を
超
え
る
風
を
掴

み
オ
ー
ル
フ
ェ
ア
で
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ー
ト
を

し
ま
し
た
。

　

本
部
船
と
し
て
ロ
ー
ル
コ
ー
ル
を
担
当
し
て

い
た
だ
い
た
の
は
外
洋
湘
南
稲
葉
会
長
の
乗
る

〈
ラ
ッ
キ
ー
レ
デ
ィ
Ⅶ
〉
で
す
。
参
加
艇
の
８

割
が
国
際
Ｖ
Ｈ
Ｆ
を
利
用
す
る
た
め
、
同
艇
の

通
信
員
・
藤
田
氏
と
「
天
使
の
声
」
と
好
評
の

亜
美
子
嬢
の
ペ
ア
ー
で
超
多
忙
な
通
信
業
務
を

支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
各
艇
の
位
置
情
報
を
素
早
く
取
り
ま
と

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
江
の
島
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
本
部
の
受
け

付
け
、
記
録
担
当
者
の
努
力
の
お
蔭
で
す
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
ホ
ー
ム
艇
に
続
き
午
後
４
時
頃

ま
で
に
20
数
艇
が
ほ
ぼ
ひ
と
か
た
ま
り
と
な
っ

て
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
、
そ
の
慌
し
い
様
子
が
海

上
本
部
船〈
は
し
だ
て
〉か
ら
の
無
線
を
通
し

て
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

２
艇
が
Ｄ
Ｎ
Ｃ
、
ス
タ
ー
ト
し
た
艇
の
内

45
艇
が
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
、
５
艇
の
Ｄ
Ｎ
Ｆ
。

最
終
艇
と
な
っ
た
ダ
ブ
ル
ハ
ン
ド〈
景
虎
〉は
、

直
前
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
艇
か
ら
６
時
間
後
の
28
日

12
時
47
分
に
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
て
レ
ー
ス
を
終

了
し
ま
し
た
。

　

大
型
艇
と
と
も
に
速
い
小
型
艇
も
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
が
続
き
ま
し
た
の
で
、
レ
ー
ス
成
績
は
小

型
艇
有
利
と
な
り
、
総
合
成
績
の
上
位
を
占
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
お
よ
び
入
港
、
帰
着
申
告
と

ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
ス
ム
ー
ス
に
対
応
で
き
た
の

は
外
洋
湘
南
・
江
の
島
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
賜
物
と
感
服
い
た
し
ま
す
。

〈
景
虎
〉
の
長
尾
艇
長
に
喝
采

　

表
彰
式
会
場
は「
江
ノ
島
ア
イ
ラ
ン
ド
ス
パ
」

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
行
い
、
参
加
艇
の
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
映
像
や
レ
ー
ス
航
跡
図
が
早
速
映
写
さ

れ
、
お
互
い
の
健
闘
を
讃
え
あ
い
ま
し
た
。

　

来
年
は
ス
タ
ー
ト
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
も
に

新
た
な
施
設
で
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

多
く
の
参
加
が
あ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　

過
去
４
回
、３
回
連
続
ダ
ブ
ル
ハ
ン
ド
部
門
優

勝
の〈T

H
ET

IS
4

〉の
児
玉
艇
長
は
、オ
ー
ト

パ
イ
ロ
ッ
ト
へ
の
信
頼
が
あ
れ
ば
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
調
整
を
気
に
せ
ず
参
加
で
き
る
ダ
ブ
ル
ハ
ン

ド
部
門
の
魅
力
を
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
艇
の
〈
景
虎
〉

の
長
尾
艇
長
は
念
願
の
単
独
太
平
洋
横
断
を
果

た
し
、
還
暦
を
日
付
変
更
線
で
迎
え
た
と
い
う

無
類
の
ヨ
ッ
ト
マ
ン
で
あ
り
、
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

  

こ
こ
に
ご
協
賛
、
後
援
の
企
業
、
団
体
お
よ

び
、
参
加
艇
オ
ー
ナ
ー
、
艇
長
、
乗
員
や
家
族
、

関
係
者
、
そ
し
て
本
大
会
の
運
営
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
み
な
さ
ま
に
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
、
レ
ー
ス
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
菱
田
育
夫
／
第
54
回
パ
ー
ル
レ
ー

ス
・
レ
ー
ス
委
員
長
）

レース詳細　http://pearl.toscrace.jp/

■ハワイから五ヶ所湾へ直行

　西暦奇数年は楽しみがいっぱい詰め込まれた、慌
ただしい綱渡りのスケジュールになる。というのは
トランスパックレース（米ロス～ホノルル）がある
からだ。
　今年も同レースを〈ベンガル 7〉で走り切って、
その直後にパールレースに〈ホライズン６〉で参戦
となった。今年はハワイの風が弱くギリギリの日程
となり、トランスパックレース参加組は家に戻らず、
空港からレース前夜の五ヶ所湾に直行した。
　メンバーは邨瀬オーナー、高木（裕）、荒川（海、
友）兄弟。そして国内組から邨瀬オーナーと同級生
の奥平と中斎の２人で６人。２年前の優勝の時と５
人は同じメンバーで、荒川（友）が新顔。
　国内残留組はオーナーの温かい配慮からパール
レース出場のチャンスをいただき、「ようし！」と
燃える。エンジン、船底など整備から回航まで、残
留組の限られたパワーで準備は完璧を期す。また、
トランスパック参加組も大型艇の居並ぶディビジョ
ン２で世界の強豪と９日間の激戦となり、ストレス
を感じた後のパールレース。秘めたる闘志は語らず
とも全員が感じており、静かな気合いの入った状況
でのスタートとなった。

■5つの勝因

　レース参加艇は、みなベストを尽くして頑張って
いるが、艇、セール、クルーすべてが優秀でも必勝
の確証はない。今回〈ホライズン６〉に何故女神が
微笑んだか定かではないが、こだわった点やよかっ
たと思える点などを列記してみたい。		
					   
①「パールは沖出しに限る、誰よりも沖へ！」。邨
瀬オーナーと私は沖出し大好き、またギャンブルも
好き。とくに今年は黒潮の蛇行が大きく、２ノット
の追い潮を活かせた。邨瀬オーナーの「バッファロー
ビルで行こうぜ！」は今回は大当たり。30 回も出
ていれば、当たることもあるさ。大切なのは大好き
で続けること。	
② 「いつも秒差の勝負」。第 28 回（1987 年）は 13
秒差。第 52 回（2011 年）は 24 秒差、40 時間走っ
ても僅差の優勝だった。風の強弱や方向変化にすぐ
最適な対応で最善を尽くす。すべては一つ一つの積
み重ね。

③ 「ロングレースでもスタート、序盤が重要」。下
２スタート、そして布施田の暗礁を高位置で通過。
後続の大型艇は、スピード重視でジェネカー展開す
る。抜かれても高さ重視を守りジェノアで沖出しを
続けた。迷わず専念できたのは、いいスタートが切
れたから。最初のアドバンテージのおかげで、基本
方針がぶれず、我が道を行けた。
④「チームワーク」。60 代＝３人、50 代＝１人、
30 代＝２人。30 代の荒川兄弟は第二世代のセイ
ラー。父上は以前にホライズンでパールレースに参
戦した仲間。子どもの時にホライズンに乗った感動
が残っているそうだ。あの時のおチビちゃんが立派
になって動きの重い年寄達を……　口は荒いが、お
互いに敬意を払う関係。
⑤「縁起を担ぎ、時には必死に祈る」。２年前にあ
やかり、同じメンバーでの五ヶ所回航、泊りも同じ

「旅館二葉」。稲光、落雷の中で「雨よ来ないで、風
だけ吹いて！」。大島から江の島で「シーブリーズ
よ止まらないで」。最後は海鳥に荒川（海）が「トリ
さん、トリさん、お願いします！」。縁を大切にして、
素直な気持ちで祈る。	

　いろいろ書き出してみたものの、運不運もあるし、
理由の後付けは何でもできる。すべては結果論、勝
てば官軍です。レースを終えた直後に感じたままを、
素直な気持ちで書いたつもりです。レース談議の肴
にしていただければ幸いです。
　素晴らしい企画と運営をしていただいたレース関
係者の皆様、お世話になりました。ありがとうござ
いました。エントリーされた 52 艇の皆さま、お疲
れ様でした。このところ外洋レースへの参加艇が少
しずつ増えてきています。外洋レースならではの素
晴らしい体験、感動のお裾分けを、少しでも伝えて
拡げていけたらと思います。では、またレースでお
会いしましょう。ボン ボヤージュ！

〈ホライズン６〉、優勝の記

我が流儀でつかんだ勝利
（中斎龍美　記）
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テーザー全日本2013
秋田県男鹿マリーナ

■レポート／西 朝子　■写真／日本テーザー協会

７
月
６
、７
日
、
秋
田
県
の
男
鹿
マ
リ
ー
ナ
沖
で

テ
ー
ザ
ー
級
全
日
本
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

日
本
海
で
の
全
日
本
は
初
め
て
。

宮
古
、
松
島
か
ら
の
初
参
加
２
艇
を
含
む
、

全
30
艇
が
秋
田
に
集
合
し
た
。

テ
ー
ザ
ー
軍
団
、

日
本
海
に
初
見
参

楽
し
や
！ 

遠
征

　

全
国
で
50
艇
ほ
ど
が
活
動
し
て
い
る
テ
ー

ザ
ー
ク
ラ
ス
、
昨
年
は
兵
庫
県
の
芦
屋
、
一
昨

年
は
神
奈
川
県
の
葉
山
、
そ
の
前
は
静
岡
県
の

浜
名
湖
と
全
国
各
地
で
全
日
本
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
船
体
重
量
が
65
キ
ロ
前
後
、
マ
ス
ト
も

２
本
繋
ぎ
と
手
軽
に
カ
ー
ト
ッ
プ
で
き
る
利
点

を
活
か
し
、
レ
ー
ス
と
旅
行
の
両
方
を
楽
し
も

う
と
い
う
、
欲
張
り
な
セ
ー
ラ
ー
た
ち
で
す
。

　

今
年
の
全
日
本
は
秋
田
県
の
男
鹿
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
地
に
テ
ー
ザ
ー
フ
リ
ー
ト
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
男
鹿
市
よ
り
「
海
フ
ェ
ス
タ

お
が
」
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
招
致
を
受

け
た
の
で
す
。
テ
ー
ザ
ー
セ
ー
ラ
ー
に
と
っ
て

カ
ー
ト
ッ
プ
は
当
た
り
前
で
す
が
、
今
回
は
い

つ
も
と
は
少
し
様
子
が
違
い
ま
し
た
。
日
本
海

で
初
め
て
の
全
日
本
、
な
る
べ
く
多
く
の
参
加

艇
を
集
め
よ
う
と
、
関
東
、
関
西
か
ら
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

フ
リ
ー
ト
ご
と
に
集
ま
っ
て
の
積
み
込
み
作

業
は
、
大
会
の
１
週
間
前
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
最
大
派
閥
の
葉
山
フ
リ
ー
ト
で
は
、
学

生
時
代
、
琵
琶
湖
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
た
学

連
Ｏ
Ｂ
の
中
村
賢
一
さ
ん
が
積
み
込
み
現
場
隊

長
と
し
て
大
活
躍
。
遠
征
準
備
が
早
け
れ
ば
、

大
会
気
分
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。
早
く
男
鹿
の

海
に
出
た
い
！　

そ
う
思
い
な
が
ら
過
ご
し
た

一
週
間
で
し
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、大
い
に
盛
り
上
が
る

　

と
こ
ろ
が
大
会
初
日
は
、
前
線
に
と
も
な
う

雨
と
強
風
で
陸
上
待
機
、
結
局
こ
の
日
は
ノ
ー

レ
ー
ス
。日
本
海
で
の
レ
ー
ス
は
お
預
け
で
す
。

そ
こ
で
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
全
日
本
の
も
う

一
つ
の
お
楽
し
み
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。

　

テ
ー
ザ
ー
ク
ラ
ス
は
社
会
人
が
中
心
で
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
だ
人
た
ち
が
集
う
集
団
で

す
。
初
め
て
ヨ
ッ
ト
に
乗
っ
た
人
か
ら
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
経
験
者
ま
で
、
シ

ン
グ
ル
ハ
ン
ド
出
身
か
ら
マ
ッ
チ
レ
ー
サ
ー
、

オ
フ
シ
ョ
ア
レ
ー
サ
ー
ま
で
、
顔
ぶ
れ
は
多
彩

で
す
。
遠
距
離
恋
愛
な
ら
ぬ
遠
距
離
ペ
ア
も
い

て
、
ク
ル
ー
が
週
末
ご
と
に
夜
行
バ
ス
に
乗
っ

て
く
る
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。
相
方
の
都
合
が

つ
か
ず
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の
独
り
者
同
士
が

ペ
ア
を
組
む
、
お
見
合
い
チ
ー
ム
も
よ
く
あ
り

ま
す
。

　

出
場
最
年
長
は
、
江
ノ
島
フ
リ
ー
ト
の
山
分

信・田
口
公
一
組
。２
人
合
わ
せ
て
１
４
７
歳
！ 

最
年
少
は
葉
山
フ
リ
ー
ト
の
小
松
俊
介
く
ん
、

12
歳
（
中
学
１
年
生
）。
ス
キ
ッ
パ
ー
は
父
親

で
元
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
小
松
充
さ
ん
。

遠
来
賞
は
長
崎
県
の
田
中
郁
也
・
紀
子
夫
妻
。

大
阪
北
港
フ
リ
ー
ト
の
池
田
俊
則
・
秋
吉
寿
美

子
組
は
片
道
千
キ
ロ
を
カ
ー
ト
ッ
プ
で
や
っ
て

き
た
強
者
で
す
。

公式戦初参戦、旧ダクロンセールながら第 2 レースでは 9 位でフィニッシュした宮古の越田・伊奈組（JPN2212）

選手一同、迫力満点の男鹿のなまはげ太鼓を堪能した
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そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災
後
に
寄
贈
さ
れ
た

２
艇
の
テ
ー
ザ
ー
と
と
も
に
、
岩
手
県
の
宮
古

と
宮
城
県
の
松
島
か
ら
公
式
レ
ガ
ッ
タ
に
初
参

加
し
た
の
が
越
田
幸
樹
・
伊
奈
一
美
組
、
鈴
木

み
ど
り
・
相
澤
佐
紀
組
の
東
北
チ
ー
ム
。「
東

北
に
テ
ー
ザ
ー
フ
リ
ー
ト
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
、
そ
し
て
い
つ
か
は
全
日
本
を
東
北
で
」
と

い
う
宣
言
が
飛
び
出
し
、
や
ん
や
の
喝
采
を
浴

び
ま
し
た
。

　

老
若
男
女
が
親
交
を
深
め
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
。
二
次
会
は
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」、
三
次
会

は
秋
田
三
味
線
ラ
イ
ブ
と
男
鹿
の
演
芸
を
満
喫

し
、
初
日
の
夜
は
更
け
て
い
き
ま
し
た
。

難
し
か
っ
た
、
男
鹿
の
海

　

大
会
２
日
目
。
南
西
の
軽
風
で
レ
ー
ス
が
ス

タ
ー
ト
。
波
は
な
く
フ
ラ
ッ
ト
で
す
が
、
ま
だ

ら
に
入
る
ブ
ロ
ー
、
右
に
左
に
細
か
く
振
れ
る

風
が
や
っ
か
い
な
海
面
。
コ
ー
ス
選
択
と
タ
ッ

ク
の
タ
イ
ミ
ン
グ
次
第
で
順
位
が
大
き
く
変
動

し
ま
す
。
左
海
面
の
方
で
ブ
ロ
ー
が
強
い
と
思

い
き
や
、
右
海
面
に
リ
フ
ト
す
る
風
が
あ
る
な

ど
、
最
後
ま
で
集
中
力
を
要
す
る
状
況
が
続
き

ま
し
た
。

　

第
１
レ
ー
ス
で
ト
ッ
プ
を
と
っ
た
の
が
稲
毛

フ
リ
ー
ト
の
池
田
陽
平
・
佐
野
晃
組
。
続
く
第

２
レ
ー
ス
で
は
、
バ
ル
ク
ヘ
ッ
ド
ハ
ッ
チ
に
防

水
ス
ピ
ー
カ
ー
を
セ
ッ
ト
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
と
も

に
レ
ー
ス
を
楽
し
む
大
阪
北
港
フ
リ
ー
ト
の
石

川
光
輝
・
石
黒
克
司
組
が
１
位
。
徐
々
に
落
ち

る
風
の
中
、
最
終
の
第
３
レ
ー
ス
を
制
し
た
の

が
ベ
テ
ラ
ン
の
田
中
夫
妻
で
す
。

　

カ
ッ
ト
レ
ー
ス
な
し
の
全
３
レ
ー
ス
。
す
べ

て
を
シ
ン
グ
ル
で
ま
と
め
た
田
中
組
が
全
日
本

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
返
り
咲
き
ま
し
た
。
田
中
組

は
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
で
も
優
勝
。
２
位
は
事
前

練
習
０
回
の
即
席
ペ
ア
な
が
ら
、
２
０
１
１
年

の
全
日
本
チ
ャ
ン
プ・ス
キ
ッ
パ
ー
と
、
昨
年
、

一
昨
年
と
全
日
本
二
連
覇
中
の
ク
ル
ー
の
実
力

を
発
揮
し
た
下
村
晃
司
・
村
岸
恭
明
組
。
３
位

は
第
２
レ
ー
ス
の
成
績
が
悔
や
ま
れ
る
軽
部

香
・
竜
也
夫
妻
組
。
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
ク
ラ

ス
は
池
田
・
秋
吉
組
が
、
ス
ー
パ
ー
グ
ラ
ン
ド

マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
は
本
吉
譲
治
・
安
澤
厚
男
組

の
優
勝
で
す
。

　

大
会
名
誉
会
長
の
渡
部
幸
男・男
鹿
市
長
は
、

開
会
式
か
ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
閉
会
式
ま
で
す

べ
て
に
出
席
。
レ
ー
ス
当
日
に
は
防
災
無
線
で

レ
ー
ス
告
知
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
男
鹿
市
あ
げ

て
の
歓
迎
に
選
手
一
同
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

ま
た
初
日
は
大
荒
れ
の
中
、
２
日
目
は
タ
イ

ム
リ
ミ
ッ
ト
が
迫
る
中
、
的
確
に
レ
ー
ス
運
営

し
て
い
た
だ
い
た
秋
田
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟
の

佐
藤
利
秋
レ
ー
ス
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

総合優勝、マスタークラス優勝の二冠を成し遂げた田中郁也・紀子組

松島から参加の鈴木・相澤組

www.wattsmarine.jp 

www.quantum-jpn.com
info@quantum-jpn.com
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そ
ん
な
土
谷
園
長
と
ヨ
ッ
ト
と
の
出
合
い

は
大
学
時
代
。「
山
育
ち
だ
っ
た
か
ら
、
海

へ
の
憧
れ
が
強
か
っ
た
ん
で
す
か
ね
…
…
」。

　

た
ま
ら
な
く
気
持
ち
よ
か
っ
た
錦
江
湾
で

の
試
乗
会
を
き
っ
か
け
に
、
ヨ
ッ
ト
部
に
入

部
。
ヨ
ッ
ト
歴
は
、
大
学
時
代
の
ス
ナ
イ
プ

級
で
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
。大
学
卒
業
後
、

就
職
し
た
会
社
の
実
業
団
ヨ
ッ
ト
部
に
所
属

し
シ
ー
ホ
ー
ス
級
で
活
躍
し
、
海
外
勤
務
に

な
っ
た
先
で
は
、
現
地
の
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
に

所
属
す
る
友
人
の
艇
で
週
末
の
セ
ー
リ
ン
グ

や
レ
ー
ス
を
楽
し
ん
だ
。〈
デ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
〉
を
手
に
入
れ
た
の
も
南
太
平
洋
が
赴
任

先
に
な
っ
た
時
の
こ
と
。

 

「
と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
フ
ィ

ジ
ー
か
ら
バ
ヌ
ワ
ツ
を
経
由
し
て
戻
っ
て
く

る
レ
ー
ス
が
あ
る
ん
で
す
が
、
満
月
の
夜
が

ス
タ
ー
ト
。
バ
ヌ
ワ
ツ
を
回
る
と
貿
易
風
を

追
っ
手
に
受
け
な
が
ら
の
セ
ー
リ
ン
グ
。
最

高
で
し
た
」。
土
谷
さ
ん
は
セ
ー
リ
ン
グ
歴

45
年
以
上
に
な
る
筋
金
入
り
の
ベ
テ
ラ
ン

セ
ー
ラ
ー
だ
。

子
ど
も
、親
、そ
し
て
先
生
た
ち
を 

魅
了
す
る
セ
ー
リ
ン
グ

　

艤
装
の
片
手
間
に
い
ろ
い
ろ
と
お
話
し
を

伺
っ
て
い
る
う
ち
に
、
園
児
た
ち
が
到
着
す

る
。
見
る
と
、
白
い
セ
ー
ラ
ー
服
が
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
だ
っ
た
の
に
は
脱
帽
。
宿
泊
先
の

公
民
館
か
ら
対
岸
の
岸
壁
ま
で
、
漁
港
を

通
っ
て
列
を
な
し
て
や
っ
て
く
る
様
は
、
さ

し
ず
め
、カ
モ
メ
の
水
兵
さ
ん
た
ち
、と
い
っ

た
と
こ
ろ
だ
。

 

「
ウ
チ
の
年
中
行
事
に
は
み
ん
な
タ
イ
ト
ル

が
着
い
て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
の
お
泊
ま
り

保
育
は
、『
キ
ッ
ズ
セ
ー
ラ
ー
と
青
い
海
』っ

て
い
う
ん
で
す
よ
（
笑
）。
子
ど
も
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
、
親
御
さ
ん
た
ち
に
も
好
評
で
、

こ
の
行
事
に
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
体

調
管
理
を
し
て
く
れ
る
ほ
ど
な
ん
で
す
」。

　

年
中
・
年
長
ク
ラ
ス
の
４
、５
歳
児
が
対

象
で
、
セ
ー
リ
ン
グ
も
保
母
さ
ん
で
あ
る
園

園
長
先
生
は
、筋
金
入
り
セ
ー
ラ
ー

　

夏
休
み
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
い
い
響

き
に
聞
こ
え
る
。
誰
か
ら
も
、
何
か
ら
も
、

拘
束
さ
れ
る
こ
と
な
く
、友
だ
ち
と
一
緒
に
、

思
い
っ
き
り
遊
べ
る
季
節
だ
。

　

こ
の
と
こ
ろ
の
猛
暑
や
豪
雨
。
さ
ら
に
、

３
・
11
以
降
の
顕
著
な
海
離
れ
。
夏
休
み
に

対
す
る
思
い
も
、
時
代
の
流
れ
や
、
世
の
中

の
諸
事
情
と
と
も
に
徐
々
に
カ
タ
チ
を
変
え

て
き
た
。

 

「
子
ど
も
た
ち
を
（
野
外
で
）
思
い
っ
き
り

遊
ば
せ
て
や
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
お
泊
ま

り
保
育
の
目
的
な
ん
で
す
」
と
は
、
九
州
は

大
分
県
豊
後
大
野
市
三
重
町
（
み
え
ま
ち
）

に
あ
る
保
育
園
・
す
が
お
保
育
園
の
園
長
の

土
谷 

修
さ
ん
（
64
歳
）。

　

ゼ
ネ
コ
ン
勤
め
に
終
止
符
を
打
ち
、
周
囲

に
驚
か
れ
な
が
ら
、
20
年
前
か
ら
郷
里
に
戻

り
、
保
育
園
長
に
転
身
し
た
と
い
う
経
歴
の

持
ち
主
だ
。

 

「
親
御
さ
ん
と
一
緒
だ
と
、
子
ど
も
た
ち
が

思
い
っ
き
り
遊
べ
な
い
で
す
か
ら
」と
、真
っ

黒
に
焼
け
た
顔
を
ク
シ
ャ
ク
シ
ャ
に
し
て
、

悪
戯
っ
ぽ
く
微
笑
む
。

　

そ
の
日
焼
け
は
、こ
の
行
事
を
前
に
、ホ
ー

ム
ポ
ー
ト
の
鹿
児
島
市
・
谷
山
港
か
ら
、
土

谷
さ
ん
が
所
有
す
る
ロ
リ
ー
・
ダ
ビ
ッ
ト
ソ

ン
の
35‌

ft
〈
デ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉
を
40
時

間
を
か
け
て
、
地
元
大
分
県
の
臼
杵
市
板
知

屋（
い
た
ち
や
）地
区
の
深
江
漁
港
ま
で
回

航
し
て
き
た
か
ら
だ
。

 

「
天
候
が
ま
ず
ま
ず
で
し
た
し
時
間
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
ぶ
っ
通
し
で
こ
こ
ま

で
来
ま
し
た
。
年
々
き
つ
く
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
回
航
が
、
毎
年
１
回
、
自
分
の

年
齢
を
計
る
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
」。

　

こ
れ
ま
で
は
息
子
さ
ん
も
同
行
し
て
い
た

と
い
う
こ
の
回
航
も
、
今
回
は
諸
事
情
で
シ

ン
グ
ル
ハ
ン
ド
で
や
っ
て
の
け
た
園
長
先
生

の
言
葉
は
、
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
だ
っ
た
。

レポートと写真／江上真

４、５歳児が
セーリング体験！　
操船は保母さんたちが中心

大分県すがお保育園のユニークな試み

園児たちにセーリングを体験
させている保育園がある。
大分県豊後大野市のすがお保育園だ。
「キッズセーラーと青い海」という
１泊２日のお泊まり保育に参加するのは
同園の年中から年長たち約30人だ。
操船のほとんどを保育園の保母さんをはじめ
スタッフだけでやってのけるというから驚きだ。

土谷園長に手ほどきを受けながら、初めて回すウインチ。艇上
での時間はきっといい思い出になるはず

生まれて初めてヨットに触れる年中さんたち。ドキドキ、
ワクワクの時間が今まさに始まろうとしている

ヨットは乗るの
も見るのも初めて

だという年中の女の
子。先生に手ほどきさ
れながら、ステアリン
グを握る
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持
ち
帰
っ
た
プ
リ
ン
ト
を
見
る
と
、
海
や
川

な
ど
水
場
に
は
自
分
た
ち
だ
け
で
行
っ
て
は

い
け
な
い
と
、は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
た
。

 

「
先
輩
た
ち
が
経
験
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と

を
、
次
の
世
代
に
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切

な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
危
な
い
、
あ

れ
し
ち
ゃ
ダ
メ
、
こ
れ
し
ち
ゃ
ダ
メ
の
連
続

で
、
子
ど
も
た
ち
が
思
い
っ
き
り
遊
べ
な

い
状
況
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
お
泊
ま
り
保
育

で
は
、
思
い
っ
き
り
遊
ぶ
こ
と
の
大
切
さ

を
こ
の
子
た
ち
に
伝
え
た
く
て
」
と
土
谷

園
長
。

　

行
事
と
し
て
行
う
上
で
心
が
け
て
い
る
の

は
、
や
は
り
安
全
。
し
か
し
、
継
続
し
て
い

く
上
で
一
番
大
切
な
の
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
園
児
は
も
ち
ろ
ん
、
親
御
さ
ん
や
保
育

園
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
楽
し
さ
を
感
じ
て
い

る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
だ
。

　

年
中
の
初
体
験
の
園
児
の
中
に
は
、
多
少

怖
が
っ
て
か
、
言
葉
少
な
に
な
る
子
ど
も
も

い
た
が
、
友
達
と
一
緒
に
青
い
海
で
セ
ー
リ

ン
グ
す
る
う
ち
に
、
ウ
イ
ン
チ
を
回
し
て
み

た
り
、
ス
テ
ア
リ
ン
グ
を
握
っ
て
み
た
り
、

危
な
い
、
ダ
メ
か
ら
解
放
さ
れ
た
艇
上
で
の

時
間
を
、
思
い
思
い
に
楽
し
む
よ
う
に
な
っ

て
い
く
。

　

初
め
て
ヨ
ッ
ト
に
乗
っ
た
女
の
子
が
、
港

に
着
い
た
艇
か
ら
降
り
る
直
前
に
キ
ャ
ビ
ン

を
覗
い
て
「
降
り
て
み
た
い
」
と
ひ
と
言
。

す
で
に
上
陸
し
て
い
る
子
た
ち
も
い
る
の

だ
が
、「
行
っ
て
み
た
ら
」
と
奨
め
て
み
た
。

す
る
と
、
た
ど
た
ど
し
く
ス
テ
ッ
プ
を
降
り

て
、
バ
ウ
バ
ー
ス
や
フ
ォ
ク
ス
ル
、
ト
イ
レ

な
ど
を
ひ
と
し
き
り
覗
い
て
き
て
、
眼
を
キ

ラ
キ
ラ
輝
か
せ
な
が
ら
、見
て
き
た
も
の
を
、

「
あ
れ
が
あ
あ
で
、
そ
れ
が
そ
う
で
」
と
事

細
か
に
教
え
て
く
れ
た
。

　

そ
ん
な
、
真
っ
直
ぐ
な
瞳
で
見
て
、
先
入

観
の
な
い
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
気
持
ち
で
海
に

出
て
、
思
い
っ
き
り
遊
ん
で
き
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
、
海
の
、
そ
し
て
、
ヨ
ッ
ト
の
新
た

な
可
能
性
を
教
え
ら
れ
た
気
が
し
た
。

の
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
で
行
わ
れ
る
。

　

岸
壁
に
到
着
し
た
小
さ
な
カ
モ
メ
の
水
兵

さ
ん
た
ち
に
、
子
ど
も
用
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
と
白
い
デ
ッ
キ
シ
ュ
ー
ズ
を
着
け
さ

せ
て
い
く
。

　

い
よ
い
よ
乗
艇
。
自
分
で
乗
っ
て
み
た
い

園
児
に
は
、
目
配
り
を
忘
れ
ず
に
、
ア
ド
バ

イ
ス
し
な
が
ら
、
自
主
性
を
大
切
に
し
て
、

一
人
ひ
と
り
、
艇
へ
と
導
い
て
い
く
。
そ
の

手
際
の
良
さ
は
、
こ
れ
ま
で
の
何
回
か
の
経

験
の
積
み
重
ね
か
ら
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と

が
、
容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

ま
ず
は
、
年
長
10
人
を
乗
せ
て
、
港
か
ら

青
い
臼
杵
湾
へ
。
保
母
さ
ん
の
１
人
・
姫
島

茜
先
生
が
ス
テ
ア
リ
ン
グ
を
握
り
、
い
ざ
出

港
。
土
谷
園
長
の
指
示
を
仰
ぐ
で
も
な
く
、

バ
ウ
に
１
人
、
ス
タ
ー
ン
に
１
人
と
ス
タ
ッ

フ
が
付
き
、
乗
艇
準
備
に
も
増
し
て
、
手
際

の
良
さ
が
冴
え
る
。

 

「
実
は
、
こ
の
行
事
だ
け
で
な
く
、
ス
タ
ッ

フ
た
ち
は
、
か
な
り
ヨ
ッ
ト
に
ハ
マ
っ
て
る

ん
で
す
。
操
船
は
任
せ
て
お
い
て
大
丈
夫
。

保
母
さ
ん
だ
け
の
女
性
チ
ー
ム
で
レ
ー
ス

に
参
加
し
た
く
ら
い
で
す
か
ら
（
笑
）」
と

の
土
谷
さ
ん
の
弁
の
通
り
、
セ
ー
リ
ン
グ
の

腕
前
の
方
も
確
か
。
近
い
将
来
、
そ
ん
な
保

母
さ
ん
た
ち
の
（
自
分
た
ち
だ
け
で
レ
ー
ス

に
参
加
し
て
、
勝
つ
）
希
望
も
叶
え
て
あ
げ

た
い
と
、嬉
し
い
よ
う
な
、大
変
な
よ
う
な
、

複
雑
な
笑
顔
を
浮
か
べ
る
園
長
先
生
だ
っ

た
。

子
ど
も
た
ち
を 

思
い
っ
き
り
遊
ば
せ
た
い

　

ウ
チ
の
息
子
が
小
さ
い
頃
、「
外
に
行
っ

て
こ
い
」と
い
う
と
、カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
持
っ

て
出
か
け
て
い
た
。
公
園
の
木
陰
や
、
校
舎

の
陰
で
、
友
だ
ち
と
集
い
、
対
戦
に
興
じ
て

い
る
の
を
見
て
、
苦
笑
い
し
た
こ
と
を
思
い

出
す
。

　

そ
ん
な
状
況
は
た
だ
彼
ら
の
嗜
好
だ
と
片

づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
夏
休
み
前
に

年長の園児たち。年中時代に一度経験しているからか、セーリングの最中でも手を振る余裕がある
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最
先
端
の
セ
ー
リ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　

水
線
長
90‌ft
の
ト
リ
マ
ラ
ン
対
カ
タ
マ
ラ

ン
に
よ
る
、
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
と
し
て
は
あ

る
意
味
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
レ
ー
ス
に
な
っ
た
前

回
の
第
33
回
大
会
（
２
０
１
０
年
）
を
経
て
、

今
回
の
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
の
制
式
艇
に
は
、

Ａ
Ｃ
72
ク
ラ
ス
と
呼
ば
れ
る
、ボ
ッ
ク
ス
ル
ー

ル
に
よ
っ
て
船
体
寸
法
や
装
備
が
規
定
さ
れ
る

ダ
ブ
ル
ハ
ル
艇
（
カ
タ
マ
ラ
ン
）
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ａ
Ｃ
72
ク
ラ
ス
の
主
要
目
は
、船
体
長
22‌m

　

つ
ま
り
、今
回
の
第
34
回
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ

プ
は
、
フ
ォ
イ
リ
ン
グ
し
て
セ
ー
リ
ン
グ
す
る

ヨ
ッ
ト
に
よ
っ
て
争
わ
れ
る
、
初
め
て
の
ア
メ

リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
に
な
る
わ
け
で
す
。
Ａ
Ｃ
72

ク
ラ
ス
は
、「
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
は
、
そ
の

時
代
の
最
先
端
の
セ
ー
リ
ン
グ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
注
ぎ
込
ん
だ
性
能
を
持
ち
、
ト
ッ
プ
中
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ラ
ー
で
し
か
乗
り
こ
な
せ
な
い
最

速
の
ヨ
ッ
ト
で
争
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」、
と

い
う
主
催
者
側
の
強
い
意
図
を
具
現
化
し
た

ヨ
ッ
ト
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

挑
戦
す
る
の
は
３
つ
の
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

　

こ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
と
同
様

に
、
前
回
の
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
の
勝
者
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゲ
イ
ト
ヨ
ッ
ト
ク

ラ
ブ
（
指
名
チ
ー
ム
は
オ
ラ
ク
ル
・
チ
ー
ム
Ｕ

Ｓ
Ａ
）
に
挑
戦
す
る
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
は
、
ま
ず

は
挑
戦
者
決
定
戦
で
勝
ち
上
が
ら
ね
ば
な
ら

ず
、
そ
の
大
会
は
ル
イ 

ヴ
ィ
ト
ン
カ
ッ
プ
と

呼
ば
れ
ま
す
。

　

ル
イ 

ヴ
ィ
ト
ン
カ
ッ
プ
は
７
月
７
日
か
ら

８
月
30
日
ま
で
の
、
長
い
シ
リ
ー
ズ
戦
で
戦

わ
れ
、
そ
の
シ
リ
ー
ズ
戦
を
勝
ち
抜
い
た
勝
者

が
、
９
月
７
日
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
本

戦
で
、
オ
ラ
ク
ル
・
チ
ー
ム
Ｕ
Ｓ
Ａ
と
カ
ッ
プ

を
奪
い
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
に
挑
戦
し
た
の

は
３
カ
国
か
ら
の
３
つ
の
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
挑
戦
し
て
い
る
ロ
イ
ヤ

ル
ス
ウ
ェ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
（
指

名
チ
ー
ム
は
ア
ル
テ
ミ
ス
レ
ー
シ
ン
グ
）、
イ

タ
リ
ア
のCircolo della V

ela Sicilia

（
指
名
チ
ー
ム　

ル
ナ
ロ
ッ
サ
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
１
３
）、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

ロ
イ
ヤ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ヨ
ッ
ト
ス
コ
ー

ド
ロ
ン
（
指
名
チ
ー
ム
は
エ
ミ
レ
ー
ツ
チ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
で
す
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
、
こ
の
３

チ
ー
ム
の
う
ち
挑
戦
者
決
定
戦
の
勝
者
に
な
る

可
能
性
が
最
も
高
い
と
見
ら
れ
て
い
る
の
は
、

ロ
イ
ヤ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ヨ
ッ
ト
ス
コ
ー

（
72
・
２
ft
）、
幅
14‌

m
、
ダ
ガ
ー
ボ
ー
ド

降
下
時
喫
水
４
・４
m
。
マ
ス
ト
（
ウ
イ
ン
グ
）

高
さ
40‌

m
。
こ
れ
だ
け
の
容
積
を
持
つ
大
型

艇
で
あ
り
な
が
ら
排
水
量
は
５
９
０
０
kg
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
ん
な
に
船
体
が
軽
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ

の
Ａ
Ｃ
72
ク
ラ
ス
は
ダ
ガ
ー
ボ
ー
ド
下
端
の

フ
ォ
イ
ル
と
ラ
ダ
ー
下
端
に
あ
る
昇
降
舵
に

よ
っ
て
両
方
の
船
体
を
空
中
に
浮
か
せ
、
モ
ス

ク
ラ
ス
の
よ
う
に
フ
ォ
イ
リ
ン
グ
（
両
舷
の
船

体
を
浮
か
せ
た
状
態
で
セ
ー
リ
ン
グ
す
る
）
し

て
走
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

直
前
情
報

第
34
回
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
が
、
９
月
７
日
か
ら
21
日
ま
で
、

米
国
西
海
岸
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
の
中
で
開
催
さ
れ
る
。

高
速
カ
タ
マ
ラ
ン
Ａ
Ｃ
72
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て

ど
ん
な
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

い
よ
い
よ

アメ
リ
カ
ズ

カ
ップ
が

始
ま
る！

2 ボートテストを行う防衛チームのオラクル・チームＵＳＡ
（ORACLE TEAM USA/PHOTO Guilain GRENIER）
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ド
ロ
ン
が
送
り
出
し
た
エ
ミ
レ
ー
ツ
チ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
す
。

　

２
０
０
７
年
の
第
32
回
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ

プ
で
王
者
ア
リ
ン
ギ
に
惜
敗
し
た
チ
ー
ム

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
す
が
、デ
ィ
ー
ン・バ
ー

カ
ー
を
ス
キ
ッ
パ
ー
と
す
る
今
回
の
チ
ー
ム
の

コ
ア
も
、
そ
の
と
き
の
メ
ン
バ
ー
が
ほ
と
ん
ど

を
占
め
、
セ
ー
リ
ン
グ
能
力
的
に
も
、
経
験
と

い
う
点
か
ら
も
、
か
な
り
レ
ベ
ル
の
高
い
盤
石

な
チ
ー
ム
に
仕
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

日
本
人
が
か
か
わ
る 

ア
ル
テ
ミ
ス
レ
ー
シ
ン
グ

　

防
衛
側
を
含
め
た
参
加
チ
ー
ム
の
中
で
、
唯

一
ワ
ン
ボ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ａ
Ｃ
72

ク
ラ
ス
は
各
チ
ー
ム
２
隻
ま
で
建
造
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
予
算
の
都
合
で
１
隻

の
み
し
か
建
造
で
き
な
か
っ
た
チ
ー
ム
。
２

ボ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
比
べ
る
と
、
当
然
不

利
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。）
を
展
開
し
て

い
る
の
が
、
イ
タ
リ
ア
の
ル
ナ
ロ
ッ
サ
チ
ャ
レ

ン
ジ
２
０
１
３
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
企

業
プ
ラ
ダ
の
パ
ト
リ
ッ
ツ
ィ
オ
・
ベ
リ
テ
リ
氏

が
率
い
る
ル
ナ
ロ
ッ
サ
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
３

で
す
が
、
今
回
は
準
備
期
間
も
短
く
、
予
算
も

セ
ー
ブ
し
て
の
挑
戦
で
す
。
イ
タ
リ
ア
か
ら
今

回
の
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
に
早
く
か
ら
挑
戦
す

る
こ
と
を
表
明
し
て
い
た
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ト
・

オ
ノ
ラ
ト
氏
が
突
如
挑
戦
の
意
思
を
撤
回
し
撤

退
し
た
あ
と
を
受
け
て
、「
イ
タ
リ
ア
の
名
誉

回
復
の
た
め
に
」
時
間
も
資
金
も
充
分
で
は
な

い
こ
と
を
覚
悟
の
上
で
挑
戦
し
た
の
だ
と
、
ベ

リ
テ
リ
氏
は
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ア
ル
テ
ミ
ス
レ
ー
シ
ン
グ

は
、
優
秀
な
セ
イ
ラ
ー
で
あ
り
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

で
あ
るT

orbjörn T
örnqvist

氏
に
率
い

ら
れ
、
早
く
か
ら
準
備
も
始
め
、
チ
ー
ム
も
強

力
で
、
資
金
も
潤
沢
な
チ
ー
ム
で
す
が
、
ル
イ 

ヴ
ィ
ト
ン
カ
ッ
プ
開
幕
直
前
の
６
月
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
中
に
彼
ら
の
Ａ
Ｃ
72
の
1
号
艇
が
転

覆
し
、ク
ル
ー
の
１
人
だ
っ
た
ア
ン
ド
リ
ュ
ー・

シ
ン
プ
ソ
ン
氏
（
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
）
が
亡
く
な
る
と
い
う
事

故
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
事
故

の
影
響
で
２
号
艇
の
進
水
も
遅
れ
、ル
イ 

ヴ
ィ

ト
ン
カ
ッ
プ
に
は
８
月
に
始
ま
っ
た
セ
ミ
フ
ァ

イ
ナ
ル
か
ら
や
っ
と
参
戦
。

　

ル
イ 

ヴ
ィ
ト
ン
カ
ッ
プ
は
最
初
の
レ
ー
ス

か
ら
の
累
計
ポ
イ
ン
ト
で
争
わ
れ
る
た
め
、
中

途
か
ら
参
戦
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
逆
転
は
極
め
て

難
し
い
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
可
能
性
が
ゼ

ロ
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が

ア
ル
テ
ミ
ス
レ
ー
シ
ン
グ
の
頑
張
り
に
期
待
し

て
い
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム
に
は
、
日
本
人
の
鹿

取
正
信
氏
が
性
能
解
析
担
当
と
し
て
加
わ
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
に
関

わ
っ
て
い
る
日
本
人
は
鹿
取
氏
１
人
で
あ
り
、

そ
の
意
味
か
ら
も
、
ア
ル
テ
ミ
ス
レ
ー
シ
ン
グ

に
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

最
強
の
挑
戦
者
を
迎
え
撃
つ
防
衛
チ
ー
ム
、

オ
ラ
ク
ル
・
チ
ー
ム
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
準
備
と
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
も
万
端
の
よ
う
で
す
。
９
月
第
２
週
か

ら
の
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
本
番
ま
で
の
間
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
湾
内
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
艇

の
性
能
ア
ッ
プ
に
激
し
い
セ
ー
リ
ン
グ
を
続
け

て
い
ま
す
。

レ
ー
ス
を
間
近
に
観
戦

　

今
回
の
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
の
、
こ
れ
ま
で

の
カ
ッ
プ
に
は
な
か
っ
た
も
う
１
つ
の
特
徴

は
、
レ
ー
ス
コ
ー
ス
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市

の
岸
壁
近
く
に
設
置
し
、
観
光
名
所
で
あ
る

フ
ィ
ッ
シ
ャ
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ
に
も
近
い
ア
メ
リ

カ
ズ
カ
ッ
プ
・
ビ
レ
ッ
ジ
内
の
陸
上
に
設
営
さ

れ
た
観
客
席
か
ら
レ
ー
ス
を
間
近
に
観
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。
ま
た
テ
レ
ビ
の
全
米
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
つ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
が
、
局
の
歴
史
始
ま
っ

て
以
来
、
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
の
全
レ
ー
ス
を

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
生
中
継
で
放
映
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
９
月
は
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
第
34

回
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
に
、
是
非
と
も
注
目
し

て
下
さ
い
。（
J
S
A
F
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ

委
員
会
）

挑戦艇候補の呼び声が高いエミレーツチーム
ニュージーランドのトレーニング（ACEA / 
PHOTO GILLES MARTIN-RAGET）

ルイ ヴィトンカップのセミファイナルを戦
うルナロッサチャレンジ 2013 とアルテミ
スレーシング。8月10日にルナロッサがファ
イナルに進出し、チームニュージーランドと
対戦することが決まった（ACEA/PHOTO 
GILLES MARTIN-RAGET）



現地で練習する坂本亘チーム（photo by Match Racing Denmark)
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アジア地区予選を勝ち抜いての参加

　デンマークのミゼルファートはコペンハーゲ
ンから西へ 180 キロほどの田舎町。男女合わ
せて17チーム（オープン13チーム、女子４チー
ム。11 カ国、総勢 85 人）が参加して「ネイショ
ンズカップ」が行われた。日本代表の坂元亘チー
ムは６月にウラジオストックで開催されたアジ
ア地区予選を勝ち抜いての参加となった。
　13 チームが参加したオープンクラスは２グ
ループに分かれラウンドロビンを２回行い、そ
れぞれの上位１チームがまず準決進出を確定さ
せる。次に各グループの２位から４位チーム、
計６チームでさらにラウンドロビンを行い、上
位２チームが準決勝へ進出するというレース形
式だ。

ラウンドロビンを抜け出した日本

　６チームからなるグループＢに入った坂本
チームは最初の２回のラウンドロビンを終えて
６勝４敗とし、次のステージ進出を確定させた。
しかし、準決勝進出の２枠をかけて６チームで
ラウンドロビンを戦う次のステージで、坂本

チームは３勝２敗。これで準決勝進出の可能性
がなくなったかと思われたのだが、ネイション
ズカップは国別対抗レース。準決勝では同一国
から２チームは参加できないことになってお
り、国別で順位が繰り上がった日本代表の坂本
チームが準決勝進出を確定させた。
　坂本チームの準決勝の対戦相手はワイルド
カードで参加のデイビッド・ギルモア（オース
トラリア）。ベストオブ５の最初の２マッチで
１勝１敗としたが、その後の２マッチに連敗し、
ファイナル進出はならなかった。
　つづく３、４位決定戦（ベストオブ３）では
スウェーデンの Victor Ogeman と対戦した
が、１勝２敗となり敗退し、最終結果を４位と
した。なお、優勝はデイビッド・ギルモアとなっ
た。また４チームが参加した女子の部ではブラ
ジルの Juliana Senfft が優勝した。

続く若手に期待

　坂本チームの戦いぶりは、シエスタセーリ
ングチームのブログ（http://onedesign.blog.
shinobi.jp/）に詳しく出ているが、今回のネ
イションズカップの様子は次の文章で締めくく

られていた。
 『大会後半、良い感じでボートコントロール、
クルーワークができていたのであと一歩の所で
悔しい結果となりました。しかしながら、初めて
のＤＳ37でこれだけ戦えたことには嬉しさがあ
ります。テクニック、スキルが必要な艇で、短
期間でここまで上達したクルーメンバーには本
当に感謝しています。これからもシエスタセー
リングチームの応援よろしくお願いします』。

＊
　ＪＳＡＦが推し進めるディンギーとキール
ボートの境をなくすシームレスなセーリングを
具現化してくれる一つがマッチレースだと言わ
れている。今回、アジア地区予選を勝ち抜いて
国別対抗レースに進出した同チームの努力に敬
意を表するとともに、キールボートの世界にも
国を代表して戦う場があることを改めて認識さ
せくれたのが今回のネイションズカップだろ
う。今後も、坂本チームの更なる頑張り、そし
てそれに続く若手の成長を期待したい。

オープンクラス成績（上位 8 位）
1 位　David Gilmour（豪）
2 位　Nicolai Sehested（デンマーク）
3 位　Victor Ogeman（スウェーデン）
4 位　Wataru Sakamoto（日本）
5 位　Ashlen Rooklyn（豪）
6 位　Henrique Haddad（ブラジル）
7 位　Maximilian Soh（シンガポール）
8 位　Rasmus Viltoft（デンマーク）
女子クラス成績
1 位　Juliana Senfft（ブラジル）
2 位　Lotte Meldgaard（デンマーク）
3 位　Anne Marit Hansen（ノルウェイ）
4 位　Sandy Hayes（米）

大会サイト　http://www.nationscup2013.dk/

坂本亘チームの面々（photo by Match Racing Denmark)

現地で練習する坂本亘チーム（photo by Match Racing Denmark)

坂本亘チーム、ネイションズカップで４位
国別対抗マッチレース「ネイションズカップ」

（8月6日から10日、デンマーク・ミゼルファート）に参加した
日本代表の坂本亘チームが4位となった。
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福岡で初の開催

　7 月 20 日、福岡市小戸のヨットハーバーで
第 13 回エンジョイ・セーリングデイを開催し
ました。
　このイベントは、『多くの皆様にセーリング
の楽しさを体験していただき、日本のセーリン
グ人口を増やそう！』を目的に JSAF レディー
ス委員会が毎年クルーザーを使用して開催して
います。
　過去１2 回は、神奈川県逗子市葉山港で開催
していましたが、今回は初めての試みとして、
特定非営利活動法人福岡セーリング協会及び福
岡県セーリング連盟のご協力のもと、福岡市博
多湾で実現することができました。
　福岡市ヨットハーバーは毎年 OP ヨット教室
やクルーザー教室を開催していることもあり、
多くの人たちが夏になれば小戸でセーリングが
体験できることを知っています。加えて、毎年、
地道な活動を続けている福岡市ヨットハーバー
の努力もあり、本イベントは申し込み受け付け
開始日から２日で定員いっぱいとなる盛況ぶり
でした。
　当日は晴天。気温は高めでしたが、風も軽風
から中風と初心者にとっては絶好のセーリング
日和。参加者の条件を小学生以上とし、また夏
休み初日の開催ということもあり、参加者の
63 名は小学生を中心とした親子での参加が大

多数を占めました。
　参加料はスポーツ保険加入料金のみとしたた
め、参加者にとって負担も少なく、あこがれの
ヨットに乗れるという魅力のあるイベントだっ
たようです。

ヨットから見る景色に発見や驚き

　当日は、セーリングの前にハーバー会議室で
ロープワークやライフジャケットの正しい着用
方法等の講習を行い、クルーザーでの安全、帆
走基本をわかりやすく説明しました。

　また、『残したいのはきれいな海』をスロー
ガンに自然を守ることの大切さをアピールする
JSAF の取り組みを永井環境委員長が説明し、
クルーザーやレスュー艇に環境キャンペーンフ
ラッグを掲げ、参加者へ意識の向上を呼びかけ

ました。
　参加者は午前の部と午後の部に分かれ、カタ
マランクルーザーを含む大型クルーザー 3 艇

〈mymy〉、〈LARA〉、〈オットセイ〉に乗船。
各艇には経験豊富なオーナーやクルーが同乗
し、セーリングが初めての参加者も安心して楽
しむことができたようです。
　風光明媚な博多湾、博多湾の入口に位置する
玄界島、博多湾の中央に浮かぶ能古島、そして
玄界に浮かぶ金印が発掘された志賀島、海に出
てヨットから見る景色は普段とは違う発見や驚
きがあったのではないでしょうか。
　親御さんから「子どもにやってほしいことの
選択肢が広がった」という意見がありましたが、
私たちにとってとても嬉しい反応でした。また

「親子で参加できるイベントを今後も期待して
いる」などの声も寄せられ、参加者のほとんど
が「今後もクルーザーやディンギーに乗りたい」

「OP ヨット教室に参加したい」ということで
した。身近に海を感じ、風を感じ、ヨットを好
きになってもらえたようです。
　レディース委員会としては、今後も会員増強
への地道な一歩として、セーリング体験会を継
続していくことが重要であると感じました。エ
ンジョイ・セーリングデイを無事に終えること
ができ、ご協力いただきました福岡の皆様方に
心から感謝申し上げます。（吉留容子／ JSAF
レディース委員会委員長） 

第 13回エンジョイ・セーリングデイ

海 を 感 じ 、 風 を 感 じ る 、 福 岡 の 海

海に出てヨットから見る景色は普段とは違う発見や驚きがあったのではないだろうか

大型カタマランで出港。中川千鶴子 JSAF 副会長、永井真
美 JSAF 環境委員長も同乗しました。それにしてもたくさ
ん乗れる船ですね
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受講申込みFAX送付先

無線用免許講習会
JSAFメンバー

限定割引

舵社主催
KAZIマリンスクール

海上特殊無線技士講習会を
10％割引で受講できます

JSAF外洋安全委員会にお申し込み
後、KAZIマリンスクールより受付
確認の連絡を入れさせていただきま
す。その際にお支払方法をご指定く
ださい。各種クレジットカード、銀
行振込、現金書留でのお支払がご
利用いただけます。また、システム
KAZI会員の方はシステムKAZI自動
引き落としもご利用いただけます。

第3級海上特殊無線技士第2級海上特殊無線技士

（免許申請料、教科書代含む）
国際VHF、5Wまでの運用ができる資格です。1日6時間の講
習を受講し、修了試験に合格すると資格を取得できます。どな
たでも受講出来ます。

お申し込みには、JSAF会員限定の
専用申込書が必要です。専用申込
書はJSAFホームページからダウン
ロードするか、KAZIマリンスクール
までお電話でご請求ください。

お申し込みには、JSAF会員限定の
専用申込書に必要事項をご記入い
ただき、JSAF外洋安全委員会まで
FAXにてお申し込み下さい。

jsaf-anzen.jp/1-7-2.html
JSAF外洋安全委員会ホームページ

TEL 03-3434-0941
KAZIマリンスクール

FAX 045-544-5813

［受講料］ 

［お問い合わせ・申込用紙請求先］ 

JSAF外洋安全委員会
［受講申込みFAX送付先］ 

23,000円 20,700円
JSAF会員
限定価格 （税込）

（免許申請料、教科書代含む）
第2級は国際VHF25WまでとDSCの運用が出来る資格です。
軽減コースは第3級からのステップアップコースで、第3級海上
特殊無線技士資格を持つ人のみ受講可能です。1日7時間の講
習を受講し、終了試験に合格すると資格を取得できます。

［受講料］ 
28,000円 25,200円

JSAF会員
限定価格 （税込）

軽減
コース

●最新の講習会日程については、KAZIホームページをご覧頂くか、
　KAZIマリンスクールまでお問い合わせください。 
●各回定員になり次第締切となります。 
●申込書をご送付いただいた場合でもお断りする場合があります。 
●受講料入金時をもって正式申込みとさせていただきます。 
●完全予約・定員締切制のため正式申込み後の日程変更
　および返金はできません。

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 4F 大会議室
東京都文京区本郷 1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2013.8.25（日）
AM9:00 – PM7:30

第23回
東京
教室

[ 会場 ]   此花会館 402、403号
大阪市此花区西九条 5-4-24
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2013.9.8（日）
AM9:00 – PM7:30

第24 回
大阪
教室

[ 会場 ]   此花会館 402、403号
大阪市此花区西九条 5-4-24
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2013.12.8（日）
AM9:00 – PM6:30

第39 回
大阪
教室

[ 会場 ]   LMJ 東京研修センター 2F 特大会議室
東京都文京区本郷 1-11-4 小倉ビル（東京ドーム近く）
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2013.11.17（日）
AM9:00 – PM6:30

第38 回
東京
教室

[ 会場 ]   ゼミナールプラザ第7会議室
名古屋市中区正木 3-7-15
[ 定員 ]    50名（定員になり次第閉め切らせていただきます）

2013.10.6（日）
AM9:00 – PM7:30

第25回
名古屋

教室

FAX 045-544-5813JSAF外洋安全委員会

必ず
JSAFメンバー
専用申込書と
お伝え下さい。 お申し込みは、

ファックスで、
JSAFまで

専用申込書が必要です お支払はカード、
現金書留、
お振込等で
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　◉　　

ウインドサーフィン・ニュース

■国体ウインドサーフィン級19年の航跡
　1980 年後半、ウインドサーフィンは世界的な隆
盛を極め、強い風と高い波に乗るウェーブパフォー
マンスや強風域でのスピードを競うスラローム競
技、そしてヨットレースを手本としたコースレース
などの様々な種目が生れ、それぞれ独自の進化を遂
げた。
　とりわけ、センターボード付きのロングボードで
競うコースレース競技は、海域、コンディションを
問わず大会が開催できることから世界中で流行し
た。そしてオリンピックでもほぼ同規格のミストラ
ル製 IMCO が採用されたことで、アマチュアをも
巻き込み一層の人気を博すこととなった。
　日本でも毎週のように各地で数百名を集める大会
が開催され、日本ウインドサーフィン界の中核をな
すようになると同時に、よりメジャーなタイトルを
望む声も高くなった。そして 1994 年、選手、業
界関係の圧倒的な支持をバックに、愛知わかしゃち
国体より、ほぼ全県のエントリーをもって正式種目
としてスタートすることとなった。（女子は 1998
年神奈川ゆめ国体から開催）

■早くも効果が出始めた規格変更策
　今回の規則改正は、直ちに国体予選の開催県増加、
国体参加艇数増加という結果に表れた。※2013 年
は予備エントリー数
男子 2012 年大会 36 県→ 2013 年大会 44 県（前
年比約 120％）
女子 2012 年大会 25 県→ 2013 年大会 26 県（前
年比約 104％）　
　主な理由としては、体型やテクニックに合わせて
選択するエクイップメントの幅が広がり誰もが同じ
土俵で戦える公平さを追求したこと、1セットで幅広

いコンディションに対応でき選手や県連の負担が最
小限で済むようになったことがあげられる。
　また、国体と同じクラスルールでワンデザイン
レースを行う学連選手も気軽にチャレンジできるこ
とも見逃せない。
　世界標準の規格採用が、以前のように「国体から世
界」につながるルートになることも多いに期待したい。
　JWAでは、今後さらに各選手への国体関連のイン
フォメーションを充実させるとともに、各県連との連携を
強め同クラスの一層の発展をサポートする考えだ。

板庇雄馬（滋賀県）／12 年度インカレ優勝。昨年
2 年生ながらインカレのタイトルホルダー。リオ五
輪を視野に入れ勢いに乗るアップカマー。

須長由季（東京都）／ロンドンオリンピック 21 位。
地元開催で気合いの入る注目選手。特に強風域で
抜群の強さを発揮する。

国体ウインドサーフィン級、東京国体から再始動！

「TECHNO293」は学連の公式艇でもある代表的なハイブリットボードの１つ「NEILPRIDE  RS：1
ONE」

〈東京国体の注目選手〉
富沢慎（新潟県）／ロンドンオリンピック 28 位、
北京オリンピック 10 位、オリンピック出場 2 回
の日本コースレース界の第一人者。

■変わりゆくコースレーシングトレンド
　2000 年頃からメーカー各社はより低い風域か
ら簡単にプレーニングできるエクイップメントの開
発に軸足を置き始めた。その傾向は、2004 年ア
テネオリンピック終了後に発表された規格変更によ
り一層顕著になった。そしてこの規格変更が、現在
の五輪公式艇ニールプライド社 RS：X に代表され
る「ハイブリットボード」の開発を加速させ、その
後世界のトレンドとなっていく。
　結果、これまでの規格は「クラシックボード」と
呼ばれるようになりメーカー各社は次第に生産を取
りやめ、選手はいるのに道具が入手できない状態に
陥ることとなった。
　この事態を憂慮した JSAF 国体委員会は国体ク
ラス規則の見直しに着手し、ISAF 国際レースボー
ドクラス R310 の設立を受け、ほぼ同型のハイブ
リットへの変更を決定、本年の東京国体から採用さ
れることとなった。









Me�age
東北福祉大ゴルフ部に在籍しながらプロに転向し
た松山英樹選手。スポンサーの恩恵で海外ツアー
に参加して予選落ちを繰り返すばかりだったこれま
での歴史を、彼は「実力」によるメジャー制覇で塗り
かえてくれるんじゃないか。久しぶりに胸躍らせ、注

22艇が集まった全日本ミドルボート2013で優勝した
＜MIWA>のウェザーマーク回航

（photo by J-SAILING）

リオデジャネイロ募金寄付・協賛社

環境キャンペーン・協賛社 外洋キャンペーン・協賛社

NO.102

目しています。JSAFでも世界につながるセーラーを
育成するため420とレーザーラジアルの総体・国体
での採用が決まりました。オリンピック制覇につなが
るユースを支援してワクワクしませんか。
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平成25年度賛助会員

ハイ・ファースト産業（株）

東京夢の島マリーナ
スバル興業（株）

株式会社宅配

ＮＰＯ法人福岡セーリング協会

マリンサービス児嶋

（株）グロリアツアーズ

関西ヨットクラブ

ラジエ工業(株)

エース損害保険（株） 日本興和損害保険（株）

　　　　　　（柳澤康信／広報委員会委員長）
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